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講座れぽおと／参画課いんふぉめーしょん
りぃぶるが１０月からリニューアル
りぃぶるフェスタ２００９案内
新着図書の案内／りぃぶるほっと情報

特集イマドキの就職・再就職事情

“りぃぶる”相談室から　～あなたはあなたのままで～

写真提供：橋爪喜代さん（H17・19年度　りぃぶる人材養成講座修了生）

“りぃぶる”では、女性が抱える様々な悩みを受けとめ、自分らし
く生きるためのサポートをしています。
先ずはどんなことでもお電話ください。（日時が変更になりました。）
相談専用電話　０７３－４３５－５２４６
◇総合相談◇
　毎週火～土曜日［面接相談］9:00～17:30［要予約］
　　　　　　　　［電話相談］9:00～20:30
　　　　　日曜日［面接相談］9:00～16:00［要予約］
　　　　　　　　［電話相談］9:00～17:00
◇女性のためのカウンセリング◇
　毎月第１～３金曜日　13:00～1６:４0［要予約］
◇女性のための法律相談◇
　月３回　13:00～16:１0［要予約］
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　　　　　　　　　　　　　　　　今年就活を始める３回生にも、まだ少し厳しい状況が続く

　　　　　　　　　　　　　　　と思います。景気が回復しても即、企業側の採用人員にはな

　　　　　　　　　　　　　　　かなか 反映されませんから、来年度の採用人員がすぐ増える

　　　　　　　　　　　　　　　という事はないのです。求人倍率は1.62倍と対前年23.5％

　　　　　　　　　　　　　　　減で大幅に下がりましたが、採用社数だけを見ると対前年

　　　　　　　　　　　　　　　6.4％減なので、少人数でも新卒採用を継続しようとしてい

　　　　　　　　　　　　　　　ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　かたや学生はというと…時代の状況を反映してか、有名企

　　　　　　　　　　　　　　　業や公務員などへの就職を希望する安定指向にあります。ま

　　　　　　　　　　　　　　　た、最近の気質として「答え」をすぐ求める傾向があります。

　　　　　　　　　　　　　　　自分はどう思うか？というより、インターネットの情報を信

　　　　　　　　　　　　　　　じたり、仲間内だけの情報を重視したり・・・。就活では実

　　　　　　　　　　　　　　　際社会人として活躍しているOB・ＯＧ訪問などで生の情報

を知ることも大切です。幅広い世代とコミュニケーションをとることと早めの行動が大切ですね。

　せっかく就職しても３年以内に離職する人は、３人に１人の割合であるのです。前向きな退

職はまだいいのですが、「自分にあわない」というだけの消極的離職は次の再就職もなかなか

難しいですね。“働く”という意味を見失いがちになる。また、イメージ先行で就活を始めて

しまう事が要因の一つとしてあります。

　また、今の学生は素直でまじめなので親の意見をよく聞きます。なので、親の価値基準の押

しつけ（こんな会社は聞いたことがない、自宅から通えるところで選んでほしい、公務員が安

定しているのに…などの発言）は注意してほしいですね。「いい会社」というのは人それぞれ

に違うはず。大学入学まで順調に来た学生にとって、就活は人生最初の困難ですよね。長丁場

でストレスも溜まります。ご家庭では、つかず・離れずの距離感で会話を大切にし、サポー

　　　　　　ターでいる事で安心感を与えてほしいと思います。

５１

　２００８年急速に悪化した雇用環境は、今年も情勢は変わらず、総務省の発表した７月の失業率は５.７％、

和歌山県の有効求人倍率も０.５１倍と当面厳しい状況は続きそうです。

　今回は、和歌山大学で就職担当をされている本庄麻美子さんと、ジョブカフェ等で就職支援活動をされて

いるNPO法人キャリア・ファシリテーター協会、東正志さんに最近の就職・再就職事情をお聞きしました。

特  集

～本庄麻美子さん(談)

ほんじょう　まみこさん
Profile

和歌山大学経済学部
キャリアデザインオフィス室長代理

イマドキの就職事情
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～東 正志さんに聞く

あずま　まさしさん
Profile

NPO法人 キャリア・ファシリテーター協会
事務局長・常任理事

　　　　　　　　　　　　　　　■最近の再就職事情はどうですか？

　　　　　　　　　　　　　　　　求人求職のバランスが悪くなっていますね。求人数は減っ

　　　　　　　　　　　　　　　ているのに、私たちが運営しているジョブカフェの利用者は

　　　　　　　　　　　　　　　昨年に比べて１.４倍、メール相談は４倍以上になっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　女性の再就職では、時間的な制限や子どもの預け先の関係で

　　　　　　　　　　　　　　　ワーク・ライフ・バランスが取りづらいのが実情ではないで

　　　　　　　　　　　　　　　しょうか。この問題は企業側がフレックス等の環境を整えら

　　　　　　　　　　　　　　　れれば解決できるかもしれませんね。

　　　　　　　　　　　　　　　■資格は必要なのでしょうか？

　　　　　　　　　　　　　　　　あった方が良いかもしれませんが、それで大丈夫という事

　　　　　　　　　　　　　　　でもないですね。「どんな資格を？」という質問をよく受け

　　　　　　　　　　　　　　　ますが、そんなものは無いと思います。せっかく資格をとっ

ても、その資格を生かせる職種では曜日や時間で自分の条件にあわないということはあるので、

その資格をとったら、どういう働き方になるのかは調べておく必要はあります。

　資格を取ろうとする人は比較的行動力もある人も多いので、ネットワークが広がり、結果的

に機会に恵まれているということはありますね。

■求人に応募される人の傾向は？

　「何人応募していますか？」と聞き、人数が多いと躊躇するなど、悩んでいるうちに他の人

に決まってしまった、という人は多いですね。

　最近は応募者が多いですから、求人はすぐ締め切られてしまいます。面接選考は求人企業に

とっても相当の労力を要しますから、欲しい人材がきたら求人は止めてしまいます。自分が良

い求人企業だと思ったら迷わず応募することですね。

■再就職に必要なポイントをひとつ

　とにかく情報を収集し、フットワークよく行動することです。公共施設などの利用も良いの

ではないでしょうか。

　企業側も働く側に曜日や時間を合わせる理解があれば、良い人材が採用できるなどミスマッ

チが解消できるかもしれませんね。

イマドキの再就職事情
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講座れぽおと

「小学生のためのメディアリテラシー講座」「小学生のためのメディアリテラシー講座」

“りぃぶる”語り合い広場「養育費ってなに？」“りぃぶる”語り合い広場「養育費ってなに？」

「小学生のためのメディアリテラシー講座」「小学生のためのメディアリテラシー講座」

“りぃぶる”語り合い広場「養育費ってなに？」“りぃぶる”語り合い広場「養育費ってなに？」

「小学生のためのメディアリテラシー講座」

　講師：小川　真知子さん（西宮市男女共同参画センター“ウェーブ”専門職員）

　講師：谷野　亮吉さん（社団法人家庭問題情報センター　主任研究員）

“りぃぶる”語り合い広場「養育費ってなに？」

　夏休みに入って早々の7月23日（木）、主に小学校4年生から6年生の子どもたちを対象に、見
学の保護者のかたを交えて「メディアリテラシーってなに？」をテーマに開催しました。テレビ
の番組やコマーシャルは、お金を出してくれるスポンサーを意識して作られていることや、のん
びりくつろぐお父さんと家事に忙しいお母さんといった場面のコマーシャルなどを見ながら「ア
タリマエに思っていることは、実は
メディアによって作られたイメージ
では？」と気づくこと、メディアも
間違った情報を伝えることがあると
わかってメディアとつきあうことな
どを学びました。暑さに負けず、子
どもたちは「これからはコマーシャ
ルも気をつけて見たい」と頑張って
勉強してくれました。

　８月１日（土）相談からみえてきた「養育費ってなに？」をテーマに開催しました。　　　　
　講義の中で、日本の離婚の現状は、協議離婚が離婚総数の９割近くを占めるため、「養育費等
は口約束だけで決めているケースが多い」との話がありました。また、「養育費は子どもの権利と
して認められるものであり、面接交渉は親の勝手な理由によるものではなく、子どもの将来や幸
せのために協力していく必要性がある」とのお話もありました。
　そのほか谷野さんからは、離婚の
実情や離婚に際して決めておくべき
こと、具体的な算定表の見方等、情
報や知識を詳しく説明していただき
ました。
　参加者からは「子ども達には結婚
と同時に色々な義務が発生すること
も話してあげたい」等の感想がよせ
られました。
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「私のプランがカタチになる！講座」「私のプランがカタチになる！講座」「私のプランがカタチになる！講座」「私のプランがカタチになる！講座」「私のプランがカタチになる！講座」

　講師：和歌山大学教育学部教授　船越　勝さん
　　　　和歌山eかんぱにい　    　小原智津さん
　　　　キャリア・カウンセラー　藤井文明さん

男女共同参画推進事業者を登録しました。男女共同参画推進事業者を登録しました。男女共同参画推進事業者を登録しました。青少年・男女共同参画課いんふぉめーしょん青少年・男女共同参画課いんふぉめーしょん青少年・男女共同参画課いんふぉめーしょん青少年・男女共同参画課いんふぉめーしょん青少年・男女共同参画課いんふぉめーしょん

株式会社  ぎょうせい和歌山事務所　（登録番号　男女第37号）平成21年７月23日登録

○性別に関わらず公平な評価を行うため、人事考課基準を明確化している。
○育児・介護休業法に定められている期間より一年間長い2歳の誕生日前日まで育児休業期間を延長できる。
○育児短時間勤務の就業時間を5時間～8時間の間で、３０分単位で選択できるようにしている。
○上記のような柔軟な制度を、社員に説明会などを通じて広く周知している。
○各事業所にセクシュアル・ハラスメント対策委員を配置、相談体制についても要綱で定めて社員に周知している。

所在地

Ｈ　Ｐ

業　種和歌山市

http://www.gyosei.co.jp/home/top/index.html

出版業

株式会社  キャリア・ブレスユー　（登録番号　男女第38号）平成21年９月10日登録

○スキルアップを目指す社員に対し、資格取得の支援を積極的に行い、一部費用についても負担している。
○男女の区別無く、公平な評価を行っている。
○パート、派遣スタッフが、家庭環境に応じて勤務日・勤務時間を選択できる。
○必要に応じて、家庭の都合による勤務時間内退出を認めている。
○就業規則にセクシュアル・ハラスメントの禁止に関する項目を記載し、社員に周知している。

所在地

Ｈ　Ｐ

業　種和歌山市

http://c-blessyou.com/default.aspx

人事コンサルタント、職業紹介、各種教室運営

　地域での実践力養成講座として６月～７月にかけて４日
間実施しました。
　公募による受講生は、和歌山市、紀の川市、岩出市、有
田郡、日高郡より参加の１７名です。初めて企画書づくりに挑戦する人、再チャレンジする人、
それぞれが「子育て」「教育」「地域活動」のテーマに分かれ、企画書作成の基本、運営実行す
るためのノウハウを学びました。
　その後、テーマごとのグループで一人ひとりが積極的にアイディアを出し、熱心な協議を重ね
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合った想いを企画書というカタチにつくりあげました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最終日は、グループごとにプレゼンテーションを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行い、活発な「模擬企画会議」となりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今回の講座は、企画力養成だけでなく、その過程
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　において築かれたチームワークが大きな成果であり、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受講生達の今後の地域での活動に活かされるものと期
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　待します。
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☆"りぃぶる"のここが変わります！☆

①日曜日に開館します（月曜日が休館日になります）
開館日が火曜日～日曜日になります。
（休館日は月曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日））

③開館時間を延長します
火曜日～土曜日の開館時間は９：００～２１：００
（日曜日の開館時間は９：００～１７：３０）

④会議室が１部屋増えます
会議室Ｃ（定員８１人）を新設します。
※１０月１日より各部屋の名称を変更しています。
（右の館内マップを参照ください)

⑤会議室の貸出受付を"りぃぶる"が一括して行います
会議室の貸出受付を“りぃぶる”で受付します。使用希望日の３ヶ月
前から申込みできます。
※貸出対象は「男女共同参画関連」「青少年活動関連」「ＮＰＯ関連」の
各団体・グループ。

②日曜日の総合相談をはじめます（月曜日が休館日になります）
日曜日の総合相談（電話・面接）をはじめます。
受付日・時間については以下のとおりとなります。
　※カウンセリング、法律相談については変更はありません。

●電話相談
　火～土曜日  ９：００～２０：３０（変更なし）
　　日 曜 日  ９：００～１７：００

●面接相談（要予約・女性のみ）
　火～土曜日  ９：００～１７：３０（変更なし）
　　日 曜 日  ９：００～１６：００　

新

新

新移設

新

ビッグ愛６階より
移転しました。

ＮＰＯサポート
センター管理ス
ペースです。各
種機器を利用で
きます。
（一部有料）

一時保育ルームより
名称変更しました。
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　私たち、（社）和歌山県青少年育成協会は、
関係団体と連携し、青少年団体等の協力を
得て、地域を盛り上げ、どのような環境に
も負けない心身共にたくましい青少年の育
成を目指し、各種事業を実施しています。
　皆さまの暖かいご支援ご協力をよろしく
お願いします。

☆パートナーよりひとこと☆

㈳和歌山県青少年育成協会

利用者の皆さんにとって、活動を発展させ
るための「パワーの源」になれるよう心を
こめて施設を運営しています。スタッフの
笑顔に会いにきてくださいね。
「和歌山の元気は、ビッグ愛
９階から！」

和歌山県NPOサポートセンター

新

書棚の配置を変更しています。新たに青少年
活動センター、ＮＰＯサポートセンターの蔵
書も貸出対象となりました。

ビッグ愛８階より
移転しました。

技術講習室より
名称変更しました。

研修室より
名称変更し
ました。



開館時間

休 館 日

火曜日～土曜日：午前９時～午後９時　日曜日：午前９時～午後５時30分

毎週月曜日・国民の休日（祝日）・年末年始（12月29日～１月３日）

“りぃぶる”では皆さまのご意見、情報をお待ちしています。〔メールアドレス〕e0315011@pref.wakayama.lg.jpまで

７

　“りぃぶる”では主催講座・イベント情報、所
蔵図書・ビデオ・ＤＶＤ情報、男女共同参画関連
情報などをみなさまのパソコン・携帯電話にダイ
レクトにお届けするメールマガジン「りぃぶるほ
っと情報」（携帯電話版は「りぃぶるほっと情報 
モバイル！」）を配信しています。（原則月１回
月初に配信）
　詳細は下記“りぃぶる”ホームページで。

“りぃぶる”メールマガジン案内ページ
http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/
031501/melmaga/mailmagazine_info.html

図書・情報資料室からのお知らせ
新着図書・DVDピックアップ新着図書・DVDピックアップ新着図書・DVDピックアップ新着図書・DVDピックアップ新着図書・DVDピックアップ

歌に恋して
評伝・岩谷時子物語
田家秀樹 著
昭和を代表する作詞家の半生をた
どる。

グーグーだって猫である
主演：小泉今日子
天才漫画家と子猫のおかしくも暖
かな物語

他にも多数の図書・ＤＶＤが入荷しています。
貸出サービスもあります。詳細は“りぃぶる”図書・
情報資料室までお問い合わせください。

和歌山県男女共生社会推進センター“りぃぶる”メールマガジン

りぃぶるほっと情報り
登録者
募集中！

♪オープニング
♪男女共同参画いきいき大賞表彰式
♪公開講座　　講　師：広岡 守穂さん（中央大学法学部教授）
　　　　　　　テーマ：伝えたい　「あなたと私」が変わるヒント
参加費無料。皆様のご来場をお待ちしています。お問い合わせは“りぃぶる”まで。

◆日 時：平成21年11月21日（土）
　　　　12：15～14：15（予定）
◆場 所：和歌山ビッグホエール アリーナ
　　　　　 　　　　（和歌山市手平2丁目1-1）

りぃぶるフェスタ２００９開催！りぃぶるフェスタ２００９開催！りぃぶるフェスタ２００９開催！りぃぶるフェスタ２００９開催！りぃぶるフェスタ２００９開催！

DVD

図 書


